
青少年教育センターでは、ネット上の見守り活動として、佐世保市在住の児童生徒が関わ

っていると思われる不適切な書き込みや個人情報流出などについて、パソコン等で検索し、

調査する取組を行っております。令和３年度閲覧件数(アカウント数)は 1,187件で、そのう

ち中学生が 64.8％、高校生が 33.2％でした。また、閲覧対象の SNSは、Twitterが 57.8％

Instagramが 28.0％、Tiktokが 14.2％でした。(下の表を参照) 

閲覧内容として心配なのが、中学校名や個人名がついた制服やジャージ、部活動のユニフ

ォームにゼッケンがついているなど、名前がわかる状態で映っている動画や画像を載せてい

る児童生徒が見られたことです。安易に個人情報をネットにアップして放置すると、それが

全世界に広がり、一度発信した情報は回収できないことを認識し、ネット利用には慎重にな

ってほしいと思います。また、本人の情報のみならず、友人等の情報を許可なく掲載し、ト

ラブルに発展することのないようにして欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
◇ネット上の見守り活動「ネットパトロール」実施状況について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
R3 閲覧件数(アカウント数)  

 
 

 

R3 閲覧対象の SNS 

 
 

職種 小学生 中学生 高校生 有職少年 
無職少年 

計 

累計 5 769 394 19 1,187 
割合 0.4％ 64.8％ 33.2％ 1.6％ 100% 

種類 Twitter Instagram TikTok 計 
累計 686 332 169 1,187 
割合 57.8％ 28.0％ 14.2％ 100％ 

  青少年教育センター だより 
〒857-0056 佐世保市平瀬町 3 番地１ Tel 22-0781 

 

◇現場補導（愛のひと声）状況報告より 
 

一般・学校補導委員は、実施した補導活動の報告を毎月提出していただく 

 ことになっています。６月の各地区補導委員連絡協議会での報告から、５月 

の状況をお伝えいたします。 
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・中学生の下校時の挨拶がよいです。(早岐補連) 

・部活帰りの中学生とすれ違った際、先に気持ちの良い挨拶をしてくれました。(福石補連) 

・元気に挨拶して帰る子どもがいました。(山澄補連) 

・小学校高学年の児童が、下校時に卑猥な言葉を大声で叫んで騒いでいました。聞くほうは
嫌な気持ちになりました。指導が必要かと思います。(中里補連) 

・小学生がお菓子を食べながらゲームをしていました。挨拶はよかったのですが、ゲームを
する場所については、他者に迷惑をかけないよう指導が必要だと感じました。(祇園補連) 

・女子児童が木場田公園で、障がい者と思われる 20 歳ぐらいの男性から卑猥な言葉をかけ
られました。 (清水補連) 

・小学生がスポーツクラブから帰宅途中、ノーヘルで自転車を運転していたので、ヘルメッ
トを着用するよう声をかけました。また、高校生が MR 大学駅から自転車で帰宅していま
したが、無灯火だったので点灯するよう声をかけました。(相浦・日野補連) 

・学校グラウンドにゴミが散乱していました。(吉井・世知原補連) 

・校区内(大和町、木風町、海軍墓地付近など)で、３件のイノシシ出没情報がありました。
(福石補連、山澄補連) 



◇あすなろ教室【学校適応指導教室】「開級式」について 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◇８月の地区別補導委員連絡協議会 
地区名 開催日 地区名 開催日 地区名 開催日 
早岐 4 日 清水 2 日 大野 2 日 
日宇 4 日 光海・愛宕 1 日 吉井・世知原 ４日(吉井) 

福石・山澄 2 日 相浦 1 日 小佐々 ４日 
祗園 2 日 中里 1 日 江迎・鹿町 2 日 

今年初めて学校行事のような式に参加したので少し不安でしたが、担任の先生や初めて会

う校長先生と会えて、わずかながら話せる時間があって良かったです。あすなろ教室から学
校に復帰できるかまだ分かりませんが、所長さんがおっしゃったように、できることからコ
ツコツとやっていきたいと思いました。 

 ５月２４日（火）、３年ぶりとなるあすなろ教室「開級式」を行いました。参加した児童生

徒は、緊張する中、あすなろ担当の大串先生による呼名に元気よく返事をしていました。 

西本教育長からは「この青少年教育センターを訪れた日が、皆さんにとって大きな一歩と

なり、そこから今日まで積み重ねた日々が、皆さんの自信となって、この開級式への参加に

つながったのだと思います。これからも、決して焦らず、周りの方々の支えをいただきなが

らでよいので、一歩一歩、この『あすなろ教室』にて力を蓄え、次なるステップへと進む準

備をしてください。」、川口所長からは、当センターの掲示板に飾られていた須永博士さんの

「第一歩」という詩＜今からなんです。そうです、今から始めるのです。今から本気でやり

始めれば、きっといつの日かやり遂げられた日が来ると信じます。今から夢に向かって、

私、第一歩です。＞を紹介し、「『あすなろ教室』の中での学びが、必ずや『自己支援力』や

『自己肯定感』を高め、『第一歩』を踏み出せる力になると信じています。前をしっかりと見

据えて、これから共にがんばっていきましょう。」というお言葉がありました。 

５月末現在、あすなろ教室には小学生７名、中学生４５名の５２名が通級して 

います。開級式に出席できたことを自信につなげ、あすなろの木のようにたくま 

しく成長してほしいと思います。参加いただいた来賓並びに学校関係者の皆様、 

ありがとうございました。 

下には、参加した児童生徒のうち、２名の感想を紹介いたします。 

開級式の前の日から準備の手伝いをした時、担任の先生・校長先生が参加
することを知りました。いつもいる教室がどんどん会場らしくなり、すごく
緊張してきました。その時あすなろの先生が「一番前の席に明日座ってもら
うね。」と言われ、もっと緊張しました。次の日は行きたくないなと思いな
がら頑張って行きました。開級式が始まり、名前を呼ばれるときには足はガ
クガクし、手はすごく震えました。開級式が終わり安心した時、学校の先生
達との面談があることを思い出し、さらに緊張しましたが、先生達と話せば
話すほど緊張がほぐれて少しだけ楽しかったです。おかげで、学校には行け
なくても、あすなろ教室に頑張って行こうという気持ちが前より強くなった
と思います。 



 


